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特　
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円
）

※
バ
リ
ア
フ
リ
ー
住
宅
改
修
費
用
や
省
エ
ネ
住
宅
改
修

費
用
は
、
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

※
平
成
11
～
18
年
に
入
居
し
た
人
も
、
原
則
と
し
て
、

新
し
い
計
算
方
法
に
よ
り
控
除
額
を
算
出
し
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
算
出
方
法
の
適
用
を
受
け
た

い
場
合
は
、平
成
22
年
３
月
15
日
（
月
）
ま
で
に
、「
住

宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
申
請
書
」
を
税
務
住
民

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

配
当
所
得
・
譲
渡
所
得
の
税
率
に
つ
い
て
、
平
成
21
年

か
ら
、
原
則
20
％
に
あ
が
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
21
～
23
年
（
３
年
間
）
は
、
10
％
の
ま
ま
据
え
置
か

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
平
成
21
年
１
月
１
日
以
降
に
支
払
い
を
受
け
る
配

当
所
得
を
申
告
す
る
場
合
、
こ
れ
ま
で
は
総
合
課
税
の
み

で
し
た
が
、
総
合
課
税
と
申
告
分
離
と
の
い
ず
れ
か
一
方

を
選
択
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
総
合
課
税
の
場
合
は
配
当
控
除
が
適
用
さ
れ
ま

す
が
、
申
告
分
離
課
税
の
場
合
は
配
当
控
除
の
適
用
は
あ

り
ま
せ
ん
。

特 集

住
民
税
の
税
制
改
正
に
つ
い
て

平
成
22
年
度

税
務
住
民
課（
５
８
）８
２
０
１

　

平
成
21
年
分
か
ら
新
た
に
所
得
税
の
「
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
」

が
始
ま
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な
か
っ

た
控
除
額
を
、
翌
年
度
分
の
町
・
県
民
税
か
ら
控
除
で
き
る

新
た
な
「
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
控
除
」
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
こ
れ
ま
で
の
町
・
県
民
税
か
ら
の
「
住
宅
借
入
金
等

特
別
税
控
除
」
は
、
原
則
、
申
告
書
の
提
出
が
不
要
と
な
り

ま
し
た
。

　

■
対
象

　
　

・
平
成
21
～
25
年
に
入
居
し
た
人

　
　

・
平
成
11
～
18
年
に
入
居
し
、
税
源
移
譲
に
よ
る
経
過

　
　

措
置
の
適
用
を
受
け
る
人

　
　

・
平
成
19
～
20
年
に
入
居
し
た
人
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

■
手
続

　
　

原
則
、
申
告
手
続
き
は
不
要
。

　

■
控
除
額

　
　

次
の
い
ず
れ
か
小
さ
い
金
額
を
町
・
県
民
税
か
ら
控
除

し
ま
す
。

　

・
所
得
税
の
「
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
」
の
可
能
額
の
う
ち
、

所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
金
額

　

・
所
得
税
の
課
税
総
所
得
金
額
な
ど
の
金
額
に
、
１
０
０

分
の
５
を
乗
じ
て
得
た
金
額
（
上
限
は
９
万
７
５
０
０

　

地
域
に
密
着
し
た
民
間

公
益
活
動
や
寄
附
文
化
の

促
進
を
図
る
た
め
、
県
ま

た
は
町
が
条
例
で
指
定
し

た
寄
附
金
に
つ
い
て
寄
附

金
税
額
控
除
の
対
象
と
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
対
象
と
な

る
寄
附
金
は
、
下
表
の
と

お
り
で
す
。

　

寄
附
金
税
額
控
除
を
受

け
る
に
は
、「
所
得
税
の
確

定
申
告
」
ま
た
は
「
町
・

県
民
税
の
申
告
」
が
必
要

で
す
。

　

申
告
の
際
、
寄
附
先
か

ら
発
行
さ
れ
る
寄
附
金
の

受
領
証
明
書
な
ど
が
必
要

で
す
。

　

対
象
は
平
成
21
年
１
月

１
日
以
降
の
寄
附
金
で
す
。

平成２０年まで 平成２１年 平成２２年 平成２３年 平成２４年から

改
正
後

１０％（町・県民税…３％、所得税…７％）
２０％

町・県民税…　５％
所得税　　…１５％

改
正
前

１０％
町・県民税…３％
所得税　…７％

【原則】
２０％（町・県民税…５％、所得税…

１５％） ２０％
町・県民税…５％
所得税　…１５％

【特別措置】
対象　配当所得（１００万円以下の部分）
　　　譲渡所得（５００万円以下の部分）

１０％（町・県民税…３％、所得税…７％）

改　　正　　後 改　　正　　前

対象寄附金
（地方税法に規定され
る寄附金）

・地方公共団体（ふるさと納税）
・三重県共同募金会
・日本赤十字社（三重県支部）
・県または町が条例により指定した寄附金
　（※）

・地方公共団体（ふるさと納税）
・三重県共同募金会
・日本赤十字社（三重県支部）

　

法
廷
耐
用
年
数
に
つ
い
て
、
機
械
や
装

置
な
ど
の
資
産
区
分
を
変
更
し
、
法
定
耐

用
年
数
の
見
直
し
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

右
表
の
と
お
り
、
こ
れ
ま
で
、
農
業
用

設
備
の
資
産
区
分
が
細
か
く
分
類
さ
れ
て

い
た
の
を
、「
農
業
用
設
備
」
と
し
て
ま

と
め
、
耐
用
年
数
が
７
年
と
な
り
ま
す
。

　

改
正
後
の
耐
用
年
数
は
、
平
成
21
年
分

の
所
得
税
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
収
支
内
訳
書
の
書
き
方
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

上場株式などの税率の軽減措置

耐用年数

寄付金税額控除の拡充

（※）新たに控除対象となる寄附金
　　　所得税で対象となる寄附金のうち、
　　　・県内に主な事務所を有する法人などに対する寄附金
　　　・県外に主な事務所を有し、県内に学校を設置している法人に対する寄附金
　　　・県外に主な事務所を有し、県内で社会福祉事業を行っている法人に対する寄附金
　　　・県知事または県教育委員会が認定した特定公益信託の信託財産とするために支出した金銭
　　　・そのほか、町長が指定したもの

設備の種類 耐用年数
改正後 農業用設備 ７年

改正前
歩行型トラクター

５年
田植機
もみすり機　など ８年

寄附金税額控除
　次の①②の合計金額を税額控除します。
①基本控除
　（地方公共団体などに対する寄附金合計金額－５，０００円）×１０％【町民税１０％、県民税４％】
②特別控除
　（地方公共団体に対する寄附金合計金額－５，０００円）×（９０％－＊所得税限界税率）
※①は、地方税法に規定される寄附金が適用されます。
　控除対象限度額は、総所得金額・退職所得金額・山林所得金額の合計金額の３０％です。
※②は、地方公共団体（都道府県・市区町村）に寄附した場合のみ適用される寄附金控除の加算額
　です。ただし、町・県民税所得割額の１割が限度額となります。
＊所得税限界税率とは、寄附した人に適用される所得税の最も高い税率です。

町
・
県
民
税
の
住
宅
借
入
金
等

　
　
　
　
特
別
税
額
控
除
の
改
正
・
拡
充

上
場
株
式
な
ど
の
配
当
所
得
・
譲
渡
所
得

寄
付
金
控
除
額
の
拡
充

減
価
償
却
資
産
の
耐
用
年
数
な
ど
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　地方公務員の勤務の対価として支払われる給与は、

民間との比較、国家公務員やほかの地方公共団体の

職員とのバランスなどを考えて決められています。

　今月号では、町民のみなさんに玉城町職員の人事

行政の運営、ならびに支給されている給与について

ご紹介します。

玉城町職員の
人事行政、給与
はこのように
なっています

区　　　分 一般行政職員 技能労働職 医　療　職
平 均 給 料 月 額 306,907 円 287,142 円 301,303 円
平 均 給 与 月 額 331,001 円 294,049 円 314,054 円
平 均 年 齢 41 歳 2 月 54 歳 5 月 42 歳 1 月

（注）給与は、基本給である給料に諸手当を含んだものです。

区　分
町 国

初　任　給 初　任　給
高 校 卒 140,100 円 140,100 円
短 大 卒 152,800 円 152,800 円
大 学 卒 172,200 円 172,200 円

（一般行政職）

職員１人当たりの給料 3,617,000 円
職員１人当たりの給与 5,257,000 円

ラスパイレス指数 94.9
※ラスパイレス指数は、国家公務員の給与を
　100 とした場合の当町職員の給与水準

区　　　分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級

計
標準的な職務の内容

主事 主事 主査 主幹 主幹 参事

雇 主事 所長

一般行政職
職員数 ( 人 ) 11 4 60 12 5 6 98

構成比 11.2% 4.1% 61.2% 12.2% 5.1% 6.1% 100.0%

技能労務職
職員数 ( 人 ) 0 0 19 - - - 19

構成比 0.0% 0.0% 100.0% 100.0%

医療職
職員数 ( 人 ) 0 1 4 2 0 - 7

構成比 0.0% 14.3% 57.1% 28.6% 0.0% 100.0%

（注）・標準的な職務の内容とは、標準職務表による代表的な職名を示しています。
　　・町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

職員の平均年齢、平均給料月額、平均給与月額状況　　　　　　（平成２１年４月１日現在）

職員の初任給の状況
（平成２１年４月１日現在） 職員１人当たりの額　  （平成２０年度決算額）

職員の級別職員数の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成２１年４月１日現在）
給料表は、職務の内容や責任の程度によって、いくつかの級に区分されます。

給
　
　
与

玉城町職員の
人事行政、給与
はこのように
なっています

区分 内　　　　容

扶養手当

配偶者 13,000 円
配偶者以外の扶養親族 6,500 円
ただし、配偶者のない場合の１人目 11,000 円
なお、満 16 歳以上 22 歳までの
子について（加算額） 5,000 円

住居手当 平成 17 年度から廃止

通勤手当

・交通機関利用者
　55,000 円未満 実費
　55,000 円以上 最高 55,000 円
・自家用車等の利用者
　片道６㎞～ 10㎞未満 2,000 円
　片道 10㎞～ 15㎞未満 4,100 円
　片道 15㎞～ 20㎞未満 6,500 円
　片道 20㎞～ 25㎞未満 8,900 円
　片道 25㎞～ 30㎞未満 11,300 円
　片道 30㎞～ 35㎞未満 13,700 円
　片道 35㎞～ 40㎞未満 16,100 円
　片道 40㎞～ 45㎞未満 18,500 円
　片道 45㎞～ 50㎞未満 20,900 円
　片道 50㎞～ 55㎞未満 21,800 円
　片道 55㎞～ 60㎞未満 22,700 円
　片道 60㎞以上 23,600 円

期末・勤勉
手当

（平成２１年度支給割合）
期末 勤勉

６月期 1.4 月分 0.75 月分
１２月期 1.6 月分 0.75 月分

計 3.0 月分 1.5 月分
職制上の段階、職務の

級等による加算措置有り

退職手当

（平成２１年度支給率）
定年・勧奨

最高限度額 59.28 月分
勤続 20 年 27.3 月分

25 年 42.12 月分
35 年 59.28 月分

（注）期末・勤勉手当の支給割合および退職手当の支
給率は国と同じです。

区　　分 給料月額等 期末手当

給料

町　長 780,000 円 
(741,000 円 ) ６月期　2.1 月分

12 月期　2.3 月分

計　　4.4 月分

副町長 590,000 円 
(560,500 円 )

教育長 525,000 円 
(498,750 円 )

区　　分 報酬月額 期末手当

報酬

議　長 280,000 円
６月期　1.4 月分

１２月期　1.6 月分

計　　3.0 月分

副議長 215,000 円

委員長 205,000 円

議　員 195,000 円

特別職の報酬等の状況    （平成２１年４月１日現在）

※町長、副町長、教育長の給料については、平成 18 年
7 月 1 日から平成 22 年 4 月 18 日まで、5/100 を減
額しており、（　）内は減額後の額です。

町議会議員の報酬等の状況 （平成２１年４月１日現在）

期末・勤勉手当、退職手当の状況 扶養手当、住居手当、通勤手当　　（平成２1年４月１日現在）

特
　
別
　
職

手
　
　
　
当

人件費の状況（平成20年度普通会計決算） 職員給与費の状況（平成２１年度一般会計当初予算）

（注） 人件費には、一般会計の給与のほか、町長、副町長、 
議会議員等の特別職に属する職員の給料、報酬等を 
含んでいます。 

給与費総額 
744,991千円 給料 

451,942千円 

投開票事務手当 
1,335千円 

勤勉手当 
61,126千円 

期末手当 
120,347千円 

管理職手当 
9,720千円 

時間外勤務手当 
12,090千円 

退職手当組合負担金 74,5408千円 

扶養手当9,500千円 

住居手当 0円 

児童手当 3,270千円 

通勤手当 1,395千円 

管理職特別勤務手当 379千円 
特勤手当 338千円 

45.2%

7.8%

21.7%

12.8% 

12.8%

その他 
1,968,177千円 

歳出額 
4,351,932千円 

人件費 
946,191千円 

投資的経費 
539,4087千円 

公債費 
558,586千円 

扶助費 
339,408千円 
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町職員の
人事行政

　

第
１
回
玉
城
町
ふ
る
さ

と
講
演
会
（
8
月
２
日
）

『
演
題:

く
ら
し
と
法
律
』

に
ご
講
演
い
た
だ
い
き
、

東
京
玉
城
会
の
役
員
で
も

あ
る
小
林
芳
郎
さ
ん
（
70

歳
）が
功
績
を
称
え
ら
れ
、

11
月
６
日
、
秋
の
叙
勲

伝
達
式
で
「
※

旭き
ょ
く
じ
つ
し
ょ
う

日
小

綬じ
ゅ
し
ょ
う
章
」
を
受
章
さ
れ
ま
し

た
。

　

益
々
の
ご
壮
健
を
ご
祈

念
い
た
し
ま
す
。

【
小
林
芳
郎
さ
ん
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
】

昭
和
14
年
生
ま
れ
。
明
治

大
学
法
学
部
卒
。
昭
和
41

年
４
月
弁
護
士
登
録
、
現

在
に
至
る
。

小
林
芳
郎
さ
ん（
蚊
野
出
身
）

　
旭
日
小
綬
章 
受
章

■職員の採用状況
　職員の採用は、行政需要の動向や今後の退職者
数などを考慮して行っています。
　なお、平成 21 年４月１日の職員新規採用状況は、
次のとおりです。

区　　　分 採用人数
一 般 行 政 職 8
単 純 労 務 職 2
医 療 職 5

■職員の退職状況
　平成 20 年度中（平成 20 年４月１日～ 21 年３
月 31 日）の職員退職状況は次のとおりです。

定年退職 普通退職 勧奨退職 計
６ ４ 0 １０

■勤務時間
　週 38 時間 45 分勤務で、１日の勤務時間は８時
30 分から午後５時 15 分までです。
　住民サービスの向上、業務の効率化などを目的
に午後７時まで窓口を延長しています。そのため、
勤務時間帯をずらすなど、業務内容によって異な
る勤務形態をとっています。

■休暇制度
　休暇には大きく次の４つがあります。
①年次有給休暇：１年（暦年）あたり 20 日間の年

次有給休暇が与えられます。残数がある場合は、
20 日を限度として翌年に繰り越すことができま
す。

②病気休暇：病気療養に必要な期間（90 日以内）
について有給で与えられます。

③特別休暇：特定の事由に基づいて有給で認めら

れます。結婚休暇、忌引休暇、産前・産後休暇、
ボランティア休暇、夏季休暇、リフレッシュ休
暇などがあります。

④介護休暇：配偶者などの介護が必要な期間（連
続して６カ月以内）について無給で与えられま
す。

■分限処分
　分限処分は、公務能率を維持することを目的と
して、心身の故障や職に必要な適格性を欠くなど、
一定の事由がある場合に、職員の意に反する不利
益な身分上の変動をもたらす処分です。その種類
として、免職、降任および休職があります。
　平成 20 年度の分限処分の状況は次のとおりで
す。

免　職 降　任 休　職 計
0 0 3 3

■懲戒処分の状況
　懲戒処分は、職員が法令や職務上の義務などに
違反した場合に道義的責任を問うことにより、公
務における規律と秩序を維持することを目的とす
る処分です。
　その種類として、免職、停職、減給および戒告
があります。
　町民のみなさんからの信頼を確保していくため
に、今後とも服務規律の遵守徹底を図るとともに、
不祥事が発生した場合には、厳正に処分します。
　平成 20 年度の懲戒処分はありませんでした。

　職員の給料、人事行政に関することは、総務課
TEL（５８）８２００へお問い合わせください。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

は
じ
ま
り
ま
し
た

保
健
福
祉
会
館（
５
８
）８
０
０
０

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
死
亡
者
や
重
症
患

者
の
発
生
を
減
ら
す
た
め
、
国
が
主
体
と
な
り
、
接

種
者
の
優
先
順
位
を
決
め
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
接
種
費
用

　

同
一
医
療
機
関
で
接
種
し
た
場
合

　

６
、１
５
０
円

　
（
１
回
目
３
、６
０
０
円　

２
回
目
２
、５
５
０
円
）

▼
接
種
場
所

　

今
回
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
医
療
機
関
に
予
約
を
し

て
く
だ
さ
い
。（
実
施
医
療
機
関
は
、
挟
み
込
み
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

▼
接
種
費
の
助
成

　

優
先
接
種
対
象
者
に
は
、
１
回
に
つ
き
５
０
０
円

の
助
成
を
行
い
ま
す
。（
た
だ
し
、
①
を
除
き
ま
す
）

　

優
先
の
接
種
対
象
者

①
医
療
従
事
者

②
基
礎
疾
患
の
あ
る
方

※
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
で
か
か
り
つ
け
医
以
外
で
接

種
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
「
優
先
接
種
対
象
者
証
明

書
」
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

③
妊
婦

④
１
歳
〜
小
学
３
年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の
小

児⑤
１
歳
未
満
の
小
児
の
保
護
者
、
お
よ
び
優
先

接
種
対
象
者
の
う
ち
、
身
体
的
な
理
由
に
よ
り

予
防
接
種
が
受
け
ら
れ
な
い
方
の
保
護
者
な
ど

▼
助
成
申
請
方
法

　

申
請
書
（
生
活
福
祉
課
、
保
健
福
祉
会
館
、

ま
た
玉
城
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
申
請
書
等
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
」
に
あ
り
ま
す
）
に
、
領
収
書
等
必

要
な
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
生
活
保
護
世
帯
の
ほ
か
、
住
民
税
非

課
税
世
帯
で
優
先
接
種
対
象
者
（
小
学
４
年
生

か
ら
高
校
生
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
含
む
）

に
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費

用
を
免
除
し
ま
す
。

　

生
活
福
祉
課
、
ま
た
は
保
健
福
祉
会
館
で
免

除
の
た
め
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
会
館
へ
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

【
現
職
】
弁
護
士
（
東
京

弁
護
士
会
）、
明
治
大
学

法
科
大
学
院
教
授
（
刑
事

訴
訟
法
担
当
）、
財
務
省

入
札
監
視
委
員
会
委
員

【
略
歴
】
最
高
裁
判
所
司

法
研
修
所
教
官
（
刑
事
弁

護
）、
司
法
修
習
生
考
試

委
員
、
法
務
省
司
法
試
験

委
員
、
東
京
弁
護
士
会
司

法
修
習
委
員
長
、
日
本
弁

護
士
連
合
会
司
法
修
習
委

員
会
副
委
員
長
な
ど

※
旭
日
小
綬
章
と
は
…
国

家
ま
た
は
公
共
に
対
し
功

労
が
あ
る
方
の
内
、
功
績

の
内
容
に
着
目
し
、
顕
著

な
功
績
を
挙
げ
た
方
が
受

章
さ
れ
ま
す
。
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町
長
へ
子
供
た
ち
が
意
見
を
伝
達
！

玉
城
の
未
来
を
考
え
る
会

田
丸
城
跡
ク
リ
ー
ン
作
戦

環
境
美
化
活
動
に
汗

第
12
回 
ア
ス
ピ
ア
玉
城 

秋
ま
つ
り 

開
催

　

10
月
24
・
25
日
の
両
日
、
第
12
回
ア

ス
ピ
ア
玉
城
「
秋
ま
つ
り
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

両
日
と
も
お
天
気
は
あ
い
に
く
の
く

も
り
空
で
し
た
が
、
様
々
な
催
し
物
、

出
店
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
会
場
は
た

く
さ
ん
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

24
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、「
元

気
で
す
た
ま
き
体
操
」
で
体
を
動
か
し
、

そ
の
後
、
外
城
田
保
育
所
年
長
児
に
よ

る
か
わ
い
い
ダ
ン
ス
の
披
露
、ま
た
、「
西

川
家や

ス
ペ
シ
ャ
ル
バ
ン
ド
」
の
演
奏
で

会
場
は
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
午
後
か

ら
の
宝
探
し
ゲ
ー
ム
で
は
、
宝
を
必
死

に
探
す
子
ど
も
や
た
く
さ
ん
見
つ
け
て

大
喜
び
す
る
子
ど
も
た
ち
が
祭
り
を
満

喫
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。
ま
た
、
餅

つ
き
で
は
、
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
人
気

の
〝
つ
き
た
て
餅
〟
を
お
い
し
く
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

翌
25
日
は
、Ｋ
Ｐ
Ｓ
ウ
ク
レ
レ
ス
ク
ー

ル
生
徒
の
演
奏
に
合
わ
せ
、
会
場
全
体

で
合
唱
し
、
賑
や
か
に
ま
つ
り
の
幕
を

あ
け
、
下
外
城
田
保
育
所
年
長
の
女
の

子
達
の
エ
コ
ダ
ン
ス
は
、
衣
装
や
、
髪

飾
り
に
工
夫
を
凝
ら
し
、
環
境
問
題
を

考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
午

後
に
は
、
牛
乳
早
飲
み
大
会
が
行
わ
れ
、

参
加
者
も
来
場
者
も
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
の
最
後
に
は
、
秋
の
収
穫
を

祝
う
の
に
ふ
さ
わ
し
い
玉
丸
城
太
鼓
保

存
会
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
演
奏
の
あ
と
、

ミ
ス
伊
勢
志
摩
を
招
い
て
餅
ま
き
を
行

い
ま
し
た
。

　

大
勢
の
人
が
お
と
ず
れ
、
ま
つ
り
を

楽
し
み
、
秋
を
満
喫
で
き
た
２
日
間
で

し
た
。

　

10
月
23
日
役
場
で
町
長
と
小
・
中
学

生
の
代
表
者
28
人
が
参
加
し
、『
玉
城
の

未
来
に
つ
い
て
話
し
合
う
会
』
が
開
催

さ
れ
、
活
発
な
意
見
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
会
は
、
町
づ
く
り
全
般
に
及
ぶ
、

方
向
性
や
目
標
を
定
め
る
た
め
の
基
盤

と
な
る
重
要
な
計
画
、
玉
城
町
第
５
次

総
合
計
画
に
、
小
・
中
学
生
か
ら
の
意

見
を
反
映
す
る
た
め
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
町
長
か
ら
、
現
在
の
町
の

様
子
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
生

徒
た
ち
か
ら
様
々
な
意
見
が
提
案
さ
れ
、

外
城
田
川
の
水
質
検
査
や
Ｅ
Ｍ
菌
を
利

用
し
た
水
質
浄
化
な
ど
環
境
に
つ
い
て

の
意
見
。
福
祉
バ
ス
の
利
用
、ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
た
施
設
な

ど
福
祉
に
関
す
る
こ
と
。
そ
の
ほ
か
横

断
歩
道
や
信
号
機
の
設
置
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
対
策
や
図
書
館
の
新
設

な
ど
、
よ
り
よ
い
町
に
し
て
い
く
た
め

様
々
な
意
見
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
に
対
し
て
、辻
村
町
長
は
『
大

人
の
視
点
と
は
違
う
皆
さ
ん
の
意
見
は
、

非
常
に
参
考
に
な
っ
た
。
し
っ
か
り
と
、

総
合
計
画
に
反
映
さ
せ
、５
年
・
10
年
後
、

皆
さ
ん
が
大
人
に
な
っ
た
時
、
気
持
ち

よ
く
住
め
る
町
に
し
て
い
き
た
い
。
皆

さ
ん
も
、
玉
城
町
の
好
き
な
所
、
残
し

て
い
き
た
い
所
を
考
え
て
教
え
て
ほ
し

い
。』
と
生
徒
た
ち
に
意
見
（
宿
題
）
を

求
め
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
現
在
、
第
５
次
総
合
計
画

を
作
成
し
て
い
ま
す
。
第
５
次
総
合
計

画
は
、
平
成

23
年
か
ら
10

年
間
の
事
業

計
画
を
作
成

す
る
も
の
で
、

こ
の
計
画
に

基
づ
き
事
業

を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

田
丸
城
跡
を
み
ん
な
の
手
で
き
れ
い

に
し
よ
う
と
10
月
25
日
、
田
丸
城
跡
ク

リ
ー
ン
作
戦
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

お
城
広
場
で
受
付
を
終
え
た
約
43
団

体
・
６
０
０
人
の
参
加
者
の
み
な
さ
ん

は
、
準
備
し
て
き
た
草
刈
機
や
鎌
な
ど

を
手
に
作
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
田
丸
城
跡
ク
リ
ー
ン
作
戦
は
、

今
年
２
回
目
の
町
民
参
加
型
の
城
山
清

掃
で
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
継
続

し
、
町
が
誇
る
歴
史
文
化
遺
産
を
町
民

み
ん
な
で
守
り
、
育
て
て
い
き
た
い
と

い
う
目
的
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
台
風
18
号
の
影
響
で
倒
木

や
枝
が
遊
歩
道
等
に
散
乱
し
、
２
時
間

程
撤
去
・
収
集
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ク
リ
ー
ン
作
業
終
了
後
は
、
参
加
者

に
さ
く
ら
の
苗
木
を
城
跡
お
よ
び
お
城

ひ
ろ
ば
に
植
樹
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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玉城町長

　銀杏や色鮮やかな紅葉など落ち葉舞う季

節となり、今年もあと残すところ約1ヶ月

半となりました。

　町内小中学校の児童生徒代表25人のみ

なさまと町の未来について話し合いました。

私から「町のどんな所が好きですか、残し

ていきたいものは何ですか」という問いに

答えてくれました。

　特に玉城町の『田んぼ』『田丸城』『的山』

を残してほしいという、人と自然の共存、

また、登下校時に笑顔で『あいさつ』を交

わす温かさ、やさしい人がたくさんいると

ころが好きだという意見が多くありました。

　住んでいる町に関心をもち、大切に思っ

てくれている子供たちの意見に感動しまし

た。貴重な意見をこれからのまちづくりに

活かしてまいります。

　オンデマンドバス出発式を11月 4日に

行いました。世界最先端の『玉城モデル』

として、東京大学大学院　大和裕幸　教授

の研究室が開発したシステムを利用した福

祉バスの運行により、人々が交流する仕組

みを創っていきます。これからも実証実験

として取組みます。ぜひ気軽に、ご利用く

ださい。

　　　　　　１１月１３日　町長室にて

一 般 事 務
　役場一般事務  　電話（58）8200
　　年末　12 月 28 日（月）　午後５時まで
　　年始　  １月　４日（月）　午前８時 30 分から

●戸籍関係の届出は宿直室へ　
電話（５８）８２１３

　閉庁期間中の死亡届などの戸籍関係の届出や火
葬・埋葬の申請などで役場にお越しの際は、厚生棟

（役場庁舎裏）１階の宿直にお申し出ください。

スポーツ・文化施設
●中央公民館・総合グラウンド・町体育センター・
　お城広場（占有使用の場合）・町営テニスコート

　電話（５８）６３３１
　年末　１２月２８日（月）　午後５時まで
　年始　　１月　４日（月）　午前８時３０分から

●村山龍平記念館【図書館含む】・奥書院
　　電話（５８）８２１２

　年末　１２月２８日（月）　午後５時まで　　
　年始　　１月　４日（月）　午前８時３０分から

アスピア玉城
●ふれあいの館　　　　　　電話（５８）８８００
●ふるさと味工房アグリ　　電話（５８）８６８６
　年末　１２月３０日（水）まで
　年始　　１月　２日（土）から
※ 12 月 23 日（水）は営業、12 月 24 日（木）は

休業
※ 12 月 30 日（水）、１月２日（土）、３日（日）の

営業は午後６時まで
※１月１２日（火）は臨時休業

環境・衛生
●し尿くみ取り
　年末　１２月２９日（火）まで
　年始　　１月　６日（水）から
お申し込み予約は１２月９日（水）までに
　奥山衛生　　　電話（５８）２７２２
　度会玉城衛生　電話（５８）４６４９

●ごみの収集
＜年末最終日＞

月・木コース 火・金コース
可燃物 12 月 28 日（月）12 月 29 日（火）
カン・金属類 １２月１６日（水）
プラスチック １２月２５日（金）
ペットボトル １２月２４日（木）
資 源 び ん・ ガ ラ
ス・くずびん類・
陶磁器類

１２月　９日（水）

田丸・有田地区 外城田・下外城田
古紙・布類 12 月 31 日（木） 12 月 30 日（水）

＜年始初日＞
月・木コース 火・金コース

可燃物 １月 4 日（月） １月 5 日（火）
カン・金属類 １月　６日（水）
プラスチック １月　８日（金）
ペットボトル １月　７日（木）
資 源 び ん・ ガ ラ
ス・くずびん類・
陶磁器類

１月１３日（水）

田丸・有田地区 外城田・下外城田
古紙・布類 １月 7 日（木） １月 8 日（金）

●伊勢広域環境組合清掃工場　電話（３７）１２１８
　年末　１２月２９日（火）まで
　　　　午後４時４５分まで受け入れ
　　〈23 日（水）・26 日（土）・27 日（日）を除く〉
　年始　　１月　４日（月）から
　年末は例年大変混雑し、長時間お待ちいただく
ことがあります。早目の搬入にご協力ください。

●伊勢広域環境組合斎場（火葬場）　電話（２８）５１２０
　・１月１日のみ休業

●上下水道業務　　　　　電話（５８）８２０７
　使用者の管理内（メーターより屋内側）で発生
した水道管の破裂等については、直接指定給水装
置工事事業者へ修理をご依頼ください。
　また、本管側（メーターより道路側）での破裂
については役場もしくは下記の工事事業者にご連
絡ください。

12 月 　　㈱丸吉建工　　電話（５８）３１１８
１月 　　吉田産業㈱　　電話（５８）３１７０

　水道管が凍結・破裂しやすい季節となってきま
した。屋外に露出した水道管には、保温材をつけ
るなど凍結防止対策をお願いします。　

保健・福祉
●玉城病院　　　　　　　電話（５８）３０３９
　年末　１２月２８日（月）午後５時まで
　年始　　１月　４日（月）から
　年末年始の急患は、来院される前にご連絡くだ
さい。

●健康管理センター　　　電話（５８）７３７３
●地域包括支援センター　
　役場業務に同じ

●保育所
　役場業務に同じ。

●保健福祉会館・ふれあいホール
　　　　　　　　　　　　電話（５８）８０００
　年末　１２月２８日（月）まで
　年始　　１月　４日（月）から

●さくら児童館　　　　　電話（５８）８５２７
　梅がおか児童館　　　　電話（５８）８３４５
　いなほの郷児童クラブ室電話（５８）３９５６
　年末　１２月２８日（月）まで
　年始　　１月　５日（火）から

●社会福祉協議会　　　　電話（５８）６９１５
　年末　１２月２８日（月）まで
　年始　　１月　４日（月）から
　　シルバー人材センター、福祉バス運行も同じ。
　　
●休日応急診療所 
　　（伊勢市八日市場：伊勢市福祉健康センター）
　　内科・小児科　　　　電話（２５）８７９５
　　　　１２月３１日～１月３日（昼・夜）
　　　　　※夜間は年間を通じて変更ありません
　　歯　　　　科　　　　電話（２７）０８２９
　　　　１２月３１日～１月３日（昼のみ）
　　　その他の診療科目は「救急医療システム」
　　　　電話（２８）１１９９へ　

●医療ネットみえ
　0800 − 100 − 1199（通話料無料）
　携　　帯　http://www.99.pref.mie.jp/k/
　Ｌモード　http://www.99.pref.mie.jp/k/

年末年始業務の　　ご案内 Telephone Guide
年末年始閉庁期間中役場へご用の方は 58-8213へTEL
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議
会
た
よ
り

議
会
事
務
局（
５
８
）８
２
１
１

　

第
５
回
玉
城
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
議
長
・

副
議
長
・
常
任
委
員
等
が
改
選
さ
れ
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。　
　
（
敬
称
略
）

議　

長　
　
　
　
　

小
林
一
則

副
議
長　
　
　
　
　

中
野　

勇

●
常
任
委
員
会
（
◎
は
委
員
長　

○
副
委
員
長
）

【
総
務
産
業
委
員
会
】

◎
前
川
隆
夫　
　

○
川
西
元
行　
　

小
林
一
則

　

山
本
靜
一　
　
　

風
口　

尚　
　

山
口
和
宏

　

高
木
市
郎　
　

【
教
育
民
生
委
員
会
】

◎
中
瀬
信
之　
　

○
東
谷
富
雄　
　

中
野　

勇

　

野
口　

繁　
　
　

鈴
木
加
奈
子　

小
林　

豊　
　

　

奥
川
直
人

【
予
算
決
算
委
員
会
】

◎
高
木
市
郎　
　

○
山
口
和
宏

　

※
議
長
を
除
く
13
名

▼
議
会
運
営
委
員
会

◎
東
谷
富
雄　
　

○
川
西
元
行　
　

前
川
隆
夫

　

中
瀬
信
之　
　
　

高
木
市
郎　
　

山
口
和
宏

▼
伊
勢
広
域
環
境
組
合
議
会
議
員

　

風
口　

尚　
　
　

中
瀬
信
之

▼
菊
狭
間
環
境
整
備
施
設
組
合
議
会
議
員

　

野
口　

繁　
　
　

前
川
隆
夫

▼
伊
勢
地
域
農
業
共
済
事
務
組
合
議
会
議
員

　

奥
川
直
人　
　

高
木
市
郎　
　
　

▼
わ
た
ら
い
老
人
福
祉
施
設
組
合
議
会
議
員

　

山
本
靜
一

▼
町
営
住
宅
入
居
者
選
考
委
員
会
委
員

　

中
野　

勇　
　

東
谷
富
雄

▼
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員

　

鈴
木
加
奈
子　

奥
川
直
人　
　

▼
都
市
計
画
審
議
会
委
員

　

野
口　

繁　
　

川
西
元
行　
　

山
口
和
宏

※
平
成
21
年
11
月
11
日
、
野
口
繁
議
員
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

税
務
住
民
た
よ
り

税
務
住
民
課（
５
８
）８
２
０
１

■
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
「
電
話
音
声
及
び
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
」
に
よ
る
「
タ
ッ

ク
ス
ア
ン
サ
ー
」
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
平
成
21
年
11
月

30
日
を
も
ち
ま
し
て
、
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

 

な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
は
、

今
後
も
引
き
続
き
時
期
に
応
じ
た
税
情
報
等
を
提

供
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ[http://w

w
w.nta.go.jp/]

か
ら
の
ご
利
用
が
便
利
で
す
。）
ま
た
、
税
に
関

す
る
一
般
的
な
ご
相
談
は
、
伊
勢
税
務
署
（
28
）

３
１
９
１
に
お
電
話
の
上
、
音
声
案
内
に
従
い
「
１

番
」
を
選
択
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
国
税
局
の
「
電

話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
の
職
員
が
受
け
賜
わ
り
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
給
与
所
得
者
の
個
人
住
民
税
は
『
特
別
徴
収
』
で

納
税
を

　

給
与
所
得
者（
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
等
を
含
む
）

の
個
人
住
民
税
（
個
人
市
町
民
税
＋
個
人
県
民
税
）

は
、
法
令
に
よ
り
、
事
業
者
が
給
与
か
ら
特
別
徴
収

（
天
引
き
）
し
て
、
給
与
所
得
者
に
代
わ
っ
て
市
町

に
納
税
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

三
重
県
と
県
内
全
市
町
で
は
、
個
人
住
民
税
の
特

別
徴
収
の
切
換
え
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
す
べ
て

の
従
業
員
か
ら
特
別
徴
収
を
行
っ
て
い
な
い
会
社
な

ど
は
、
特
別
徴
収
へ
の
切
替
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ブ
レ
ス
」
巡
回

相
談

▼
日
に
ち　

12
月
２
日
（
水
）・
16
日
（
水
）

▼
時　

間　

午
前
10
～
午
後
４
時

▼
場　

所　

町
役
場

※
ご
希
望
の
方
は
、
生
活
福
祉
課
へ
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

■
資
源
ビ
ン
及
び
ガ
ラ
ス
・
く
ず
ビ
ン
類
の
分
別
に

つ
い
て

　

資
源
系
不
燃
ご
み
は
、
３
品
目
に
分
別
し
て
リ
サ

イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
よ
う
お
願
い
し
て
い

ま
す
が
、
資
源
ビ
ン
や
ガ
ラ
ス
・
く
ず
ビ
ン
類
を
集

積
場
の
カ
ン
・
金
属
類
専
用
コ
ン
テ
ナ
（
青
色
コ
ン

テ
ナ
）
に
金
属
類
と
混
入
し
て
出
し
て
い
る
こ
と
が

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
、
集
積
場
に
カ
ン
・
金
属
類
と
し
て
廃
棄
す

る
ガ
ラ
ス
類
は
、
汚
れ
て
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
ビ

ン
、
家
庭
用
の
農
薬
ビ
ン
、
金
属
等
が
付
着
し
て
取

り
外
し
が
で
き
な
い
ガ
ラ
ス
類
（
鍋
蓋
等
）、
ガ
ラ

ス
製
品
の
中
に
鉛
が
混
入
さ
れ
て
い
る
ク
リ
ス
タ
ル

ガ
ラ
ス
（
灰
皿
、
高
級
ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
等
）
で
す
。

こ
れ
ら
は
、
資
源
化
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
以
外
の
３
色
の
色
別
に
分
別
し

て
い
る
資
源
ビ
ン
や
ガ
ラ
ス
・
く
ず
ビ
ン
類
は
、
資

源
化
を
推
進
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
で
、
埋
立

処
分
す
る
破
砕
不
燃
残
渣
を
削
減
さ
せ
、
埋
立
経
費

の
削
減
を
図
っ
て
い
ま
す
の
で
、
分
別
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
三
重
県
内
に
お
け
る
交
通
事
故
は
、
若
干

減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
伊
勢
管
内
に
お
い
て
は
、

増
加
し
て
い
ま
す
。
10
月
中
旬
現
在
県
内
で
、
78
人

の
尊
い
命
が
交
通
事
故
で
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

内
、
高
齢
者
の
死
者
は
44
人
（
歩
行
中
18
人
、
自
転

車
乗
用
中
が
８
人
、
二
輪
車
乗
用
中
が
３
人
、
自
動

車
乗
用
中
が
15
人
）
で
全
体
の
56
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
交
通
弱
者
（
歩
行
者
・
自
転
車
乗
用
中
）

の
死
者
は
、
33
人
（
歩
行
中
・
22
人
、
自
転
車
乗
車

中
11
人
）
で
全
体
の
42
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
年
末
に
か
け
て
重
大
事
故
の
発
生
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。
自
動
車
を
運
転
さ
れ
る
方
は
も
ち
ろ

ん
、
歩
行
者
、
自
転
車
を
利
用
す
る
方
も
交
通
ル
ー

ル
を
必
ず
守
り
、「
止
ま
る
」「
見
る
」「
待
つ
」
を

心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　
●
交
通
事
故
を
な
く
す
た
め
に
！

　
☆
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
へ

　
　
慣
れ
た
道
で
も
自
転
車
や
歩
行
者
の
突

　
　
然
の
横
断
な
ど
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！

　
☆
高
齢
者
の
方
へ

　
　
道
路
を
横
断
中
の
事
故
が
多
発
し
て
い

　
　
ま
す
。
安
全
を
確
か
め
て
く
だ
さ
い
！

　
☆
全
て
の
方
へ

　
　
自
動
車
に
乗
る
と
き
は
、
必
ず
シ
ー
ト
ベ　

ル
ト
を
し
ま
し
ょ
う
！

　
　
自
転
車
に
乗
る
方
、
歩
行
者
の
方
は
交
通　

ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

　
　
夜
間
の
歩
行
時
は
ラ
イ
ト
を
携
帯
し
、
反　

射
材
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！

■
里
親
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か

　

里
親
と
は
、
親
の
病
気
や
死
別
、
子
ど
も
へ
の
虐

待
な
ど
の
理
由
か
ら
、
家
庭
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

な
い
子
ど
も
を
、
自
分
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
、
愛
情

を
も
っ
て
養
育
す
る
方
の
こ
と
で
す
。
そ
し
て
今
、

こ
の
よ
う
な
里
親
の
活
動
が
社
会
で
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

里
親
に
な
る
に
は
、
児
童
相
談
所
へ
相
談
・
申
込

み
を
し
、
里
親
と
し
て
認
定
・
登
録
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
児
童
相
談
所
が
里
親
に
子
ど
も
を
委
託
す

る
場
合
、
子
ど
も
の
生
活
費
と
里
親
手
当
て
が
支
払

わ
れ
ま
す
。

　

里
親
に
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
方
や
、
里
親
制
度

に
関
心
が
あ
る
方
は
、
三
重
県
南
勢
志
摩
児
童
相
談

所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

伊
勢
市
勢
田
町
６
２
２

　
　

三
重
県
南
勢
志
摩
児
童
相
談
所

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
（
２
７
）
５
１
４
３

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ　
（
２
７
）
５
７
９
０　
　

生
活
福
祉
た
よ
り

生
活
福
祉
課（
５
８
）８
２
０
３

総
務
た
よ
り

総
務
課（
５
８
）８
２
０
０

■
男
女
共
同
参
画
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
玉
城
町
の
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
の

策
定
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
男
女
共
同
参
画
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
12
月
に
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
町
内
の
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
無
作

為
に
抽
出
し
た
１
、５
０
０
人
の
方
を
対
象
に
実
施

す
る
も
の
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
、
町
の
男
女

共
同
参
画
社
会
実
現
に
向
け
て
の
取
組
み
方
針
を
決

め
る
た
め
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
の
で
、

選
ば
れ
た
方
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ぜ
ひ
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。　

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
三
重
県
と
共
同
で
行
っ
て

い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
総
務
課
ま
た
は
、
三
重
県
生
活
・
文

化
部　

男
女
共
同
参
画
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
室

　
　
　
　

電
話
０
５
９
（
２
２
４
）
２
２
２
５　

Information  12 December
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■
平
成
22
年
玉
城
町
成
人
式

　

平
成
22
年
成
人
式
を
次
の
よ
う
に
開
催
い
た
し
ま

す
。
新
成
人
の
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
平
成
22
年
１
月
10
日
（
日
）

　

受
付
開
始　
　

午
前
９
時
30
分

　

式
典
開
始　
　

午
前
10
時

◎
会
場　

中
央
公
民
館　

多
目
的
ホ
ー
ル

　

電
話
（
５
８
）
６
３
３
１

　

な
お
、
式
典
の
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。
当
町
に
住

民
登
録
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
12
月
11
日
（
金
）
ま

子
育
て
支
援
た
よ
り

子
育
て
総
合
支
援
室（
５
８
）８
０
０
０

■
食
育
教
室

▼
日
に
ち　

12
月
17
日
（
木
）

▼
時　

間　

午
前
10
時
～
正
午

▼
場　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
対　

象　

２
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者

▼
内　

容　
「
親
子
で
お
に
ぎ
り
、
ふ
り
か
け
、
温

野
菜
サ
ラ
ダ
を
つ
く
ろ
う
」

▼
定　

員　

15
組

▼
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル
・
お
米
一
合

▼
子
育
て
総
合
支
援
室
（
保
健
福
祉
会
館
）
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
初
め
て
お
申
し
込
み
の
方

を
優
先
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

子育て支援＆保健事業カレンダー　 保健福祉会館　ＴＥＬ 58-8000

子　育　て
日にち 事業名 時　間 場　所 内　　　容 対　　象 申込 備　　考

12 月 1 日（火）
　　 1 歳のひろば 10：30 ～

　11：30 保健福祉会館 クリスマスの飾りをつく
ろう

H19.4.2 ～
H20.4.1 生まれの
お子さん

―

12 月 3 日（木） 赤ちゃんサロン 10：30 ～
　11：30 保健福祉会館 助産師によるベビーマッ

サージ
1 歳までの赤ちゃ
んとその保護者 要

12 月 15 日（火）2 歳児のお子さ
ん集まれー！

10：30 ～
　11：30 保健福祉会館 クリスマス会

H18.4.2 ～
H19.4.1 生まれの
お子さん

要 ２０組定員

毎週月曜日 
　～金曜日

子育て支援タイ
ム「にこにこ」

10：00 ～
　15：00

保健福祉会館 
（幼児児童福
祉室）

こどもたちが、自由に遊
びながら、親子、親同士
が楽しくふれあう場で
す。
また子育ての不安や悩み
の相談にも応じます。

子 育 て 中 の 親 子
（ お じ い ち ゃ ん・
おばあちゃんも大
歓迎）

― 土・日・祝日は休み

保　健（母子）
日にち 事業名 時　間 場　所 内　　　容 対　　象 申込 備　　考

12 月 4 日（金） 離乳食教室　　
（中期～完了期）

10：20 ～
　11：45 保健福祉会館 離乳食についての講和と

試食
生後８カ月～１歳
６カ月未満のお子
さんとその保護者

要 母子手帳をお持ちく
ださい。

12 月 9 日（水） ３歳児健康診査
12：50 ～
13：20

（受付時
間）

保健福祉会館 小児科健診・歯科健診・
身体計測・問診など

H18.6.15〜   　　
H18.7.31生まれ
のお子さん
前回未受診のお子
さん

― 該当児には個人通知
します。

12 月１0 日（木）７カ月児相談
13：00 ～
13：15 
( 受付時
間）

保健福祉会館
はな♪はな♪おはなし会
さんの絵本の読み聞か
せ・身体計測・問診・離
乳食の相談・育児相談

H21.4.16〜   　　
H21.5.15生まれ
のお子さん
前回未受診のお子
さん

― 該当児には個人通知
します。

12 月 10 日 ( 木 ) 
   　 24 日 ( 木） 乳幼児相談

10 日　 
10：00 ～
　11：30 
24 日 
10：00 ～
　11：30 
13：00 ～
　14：30

保健福祉会館
身体計測・離乳食や子育
て全般に関する相談・助
産師のおっぱい相談（10
日午前のみ）

生後 2 カ月～未就
園のお子さん ―

おっぱい相談のみ要
予約。
 
母子手帳をお持ちく
ださい。

1 月 8 日（金）
離乳食教室　　

（初期・中期）　
　　

10：20 ～
　11：45 保健福祉会館

幼児食についての講和と
試食会、絵本の読み聞か
せ

生後 7 カ月までの
お子さんとその保
護者

要 母子手帳をお持ちく
ださい。

保　健（成人）
日にち 事業名 時　間 場　所 内　　　容 対　　象 申込 備　　考

12 月 7 日 ( 月） 健康相談 9：30 ～
　11：30 保健福祉会館 血圧測定、検尿、健康に

関する相談 40 歳以上の方 ―

毎週火曜日 
第２土曜日 個別乳がん検診

火曜日
13：30 ～
　15：00 
土曜日
8：30 ～
　11：45

玉城病院

40 歳以上
マンモグラフィ検診・超
音波検診・医師の視触診 
30 ～ 39 歳
超音波検診・医師の視触
診

30 歳以上の女性 要

料金
40 歳以上：1,200 円 
30 ～ 39 歳：700 円 
年度内は１人１回に
限ります。
土曜日のみ女性技師
の撮影となります。

産
業
振
興
た
よ
り

産
業
振
興
課（
５
８
）８
２
０
４

■
農
業
日
誌
等
の
斡
旋
に
つ
い
て

　

平
成
22
年
版
の
農
業
日
誌
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌
及

び
新
農
家
暦
の
予
約
を
受
付
け
て
い
ま
す
。
購
入
を

ご
希
望
の
方
は
、
産
業
振
興
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

　

①
農
業
日
誌　
　
　
　

１
冊　

１
、４
０
０
円

　

②
フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌　

１
冊　

１
、４
０
０
円

　

③
農
家
暦　
　
　
　
　

１
冊　

  　

４
９
０
円

■
美
し
国
お
こ
し
「
交
流
会
」
開
催

　

美
し
国
お
こ
し
・
三
重
の
取
組
の
一
環
で
〝
人
を

つ
な
ぎ
、
地
域
を
つ
な
ぐ
「
先
人
の
力
」〟
を
テ
ー

マ
に
次
の
よ
う
に
講
演
会
と
交
流
会
を
開
催
し
ま

す
。

▼
日
に
ち　

12
月
20
日
（
日
）

▼
時　

間　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

▼
場　

所　

保
健
福
祉
会
館
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

▼
締
切
り　

12
月
14
日
（
月
）

▼
内　

容　

①
ゲ
ス
ト
ト
ー
ク
（
約
80
分
）

　

演
題
：「
先
人
に
学
ぶ
～
近
世
伊
勢
に
お
け
る
本

　
　
　
　

草
学
～
」

　

講
師
：
田
中
俊
弘
さ
ん
（
岐
阜
薬
科
大
学
特
命
教

　
　
　
　

授
）

②
交
流
会
（
約
１
２
０
分
）

　

伊
勢
の
国
は
、
江
戸
期
に
丹
羽
正
伯
や
野
呂
元

丈
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
本
草
学
者
を
輩
出
し

教
育
た
よ
り

教
育
委
員
会（
５
８
）８
２
１
２

て
い
ま
す
。
背
景
に
は
、
県
内
の
山
々
に
薬
草
の

自
然
の
多
生
地
が
あ
っ
た
こ
と
、
国
学
者
の
輩
出

を
生
ん
だ
の
と
同
様
に
好
学
的
志
向
の
風
土
が

あ
っ
た
こ
と
、
神
宮
へ
の
往
来
に
よ
り
情
報
が
豊

富
と
な
り
文
化
度
が
高
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
本
草
学
を
ひ
と
つ
の
例
と
し
て
「
先

人
の
力
」
を
通
し
て
人
を
つ
な
ぎ
、
地
域
を
つ
な

ぐ
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
語
り
合
い
、
交
流
し
ま

し
ょ
う
。

　

交
流
会
は
テ
ー
マ
に
基
づ
く
意
見
交
換
を
４
～

５
人
で
行
い
、
一
定
の
時
間
で
、
メ
ン
バ
ー
を
替

え
意
見
交
換
を
繰
り
返
す
方
法
で
行
い
ま
す
。

　

申
込
み
、
そ
の
他
詳
し
く
は
、
産
業
振
興
課
ま
た

は
美
し
国
お
こ
し
・
三
重
伊
勢
駐
在　

電
話
（
２
７
）

５
１
１
５
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

で
に
教
育
委
員
会
ま
た
は
中
央
公
民
館
へ
住
所
、
氏

名
、
世
帯
主
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

町
立
保
育
所
園
庭
開
放
の
ご
案
内

▼
12
月
２
日（
水
）午
前
中

　
（
田
丸
保
育
所
・
有
田
保
育
所
）	

▼
12
月
16
日（
水
）午
前
中

　
（
外
城
田
保
育
所
・
下
外
城
田
保
育
所
）

　
　
　
　
　
　

外
城
田　
　
（
５
８
）
３
９
２
５

　
　
　
　
　
　

田
丸　
　
　
（
５
８
）
３
０
７
７

　
　
　
　
　
　

有
田　
　
　
（
５
８
）
４
４
１
１

　
　
　
　
　
　

下
外
城
田　
（
５
８
）
４
９
３
２

※
お
問
合
せ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
保
育
所
へ
お
願
い
し

　

ま
す
。
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ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

特　
　
集

お
知
ら
せ
広
場

城あとに夢を築くまち たまき　2009.12 1516

新着図書のお知らせ

19

に
こ
に
こ
チ
ャ
ン
ネ
ル

子
育
て
情
報
お
届
け
し
ま
す

　

も
う
12
月
、
師
走
で
す
。
あ
っ
と
い
う
間
に

２
０
０
９
年
も
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
ね
。
み

な
さ
ん
に
と
っ
て
、
ど
ん
な
一
年
だ
っ
た
で
し
ょ

う
か
。

　

子
ど
も
は
そ
の
子
な
り
の
時
期
が
く
る
と

ぐ
っ
と
み
ち
が
え
る
よ
う
に
成
長
す
る
と
き
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
成
長
ぶ
り
は
、
し
っ
か
り
と

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
が
子
ど
も
と
向
き
合
っ

て
い
れ
ば
い
る
ほ
ど
わ
か
る
も
の
で
す
。
そ
し

て
、
そ
の
成
長
ぶ
り
を
親
子
で
ま
た
家
族
で
喜

び
あ
え
る
の
で
す
。

　

５
月
か
ら
11
月
ま
で
毎
月
一
回
「
の
び
の
び

教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
１
歳
か
ら
３
歳

ま
で
の
親
子
を
対
象
に
申
し
込
ん
だ
親
子
が
同

じ
メ
ン
バ
ー
で
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
お
も
ち
ゃ

で
遊
び
な
が
ら
、
講
師
の
先
生
に
子
ど
も
と
の

具
体
的
な
関
わ
り
方
を
教
え
て
も
ら
う
教
室
で

す
。
そ
の
中
に
は
、
そ
の
成
長
ぶ
り
に
目
を
見

張
る
お
子
さ
ん
も
い
ま
す
。
今
ま
で
な
か
な
か

お
母
さ
ん
か
ら
離
れ
ら
れ
ず
、
お
母
さ
ん
も
し

ん
ど
い
思
い
を
し
て
い
た
の
に
「
最
近
、
私
が

い
な
く
て
も
平
気
な
ん
で
す
よ
。」
と
お
話
し
て

く
れ
る
お
母
さ
ん
が
い
ま
し
た
。「
片
時
も
お
子

さ
ん
が
お
母
さ
ん
か
ら
離
れ
ず
、
お
母
さ
ん
も

大
変
だ
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
よ
く
辛
抱
さ
れ
ま

し
た
ね
。
も
う
充
分
お
母
さ
ん
か
ら
安
心
を
も

ら
っ
た
ん
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
、
お
母
さ
ん
が

い
な
く
て
も
大
丈
夫
な
の
で
す
ね
。」
と
お
応
え

し
ま
し
た
。
そ
の
成
長
ぶ
り
を
お
母
さ
ん
と
一

緒
に
喜
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
が
、
私
た
ち
の
喜

び
で
も
あ
り
ま
す
。

　

先
ほ
ど
も
書
い
た
と
お
り
、
ど
の
子
に
も
そ

の
子
な
り
の
時
期
が
あ
る
の
で
す
。
だ
か
ら
、

よ
そ
の
お
子
さ
ん
と
比
べ
る
こ
と
は
意
味
の
な

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
子
育
て
に
は
、
親
が

辛
抱
し
て
や
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
特
に
１
歳

半
く
ら
い
か
ら
の
い
わ
ゆ
る
「
い
や
い
や
」
の

頃
の
子
育
て
は
大
変
で
す
。
親
子
の
感
情
が
ぶ

つ
か
り
合
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。
し
か
し
、

こ
の
時
期
を
人
ま
か
せ
に
せ
ず
、
と
き
に
は
ぶ

つ
か
り
、
折
り
合
い
を
つ
け
な
が
ら
成
長
の
と

き
を
あ
せ
ら
ず
、
よ
そ
の
子
と
く
ら
べ
る
こ
と

は
し
な
い
で
お
く
。

　

そ
う
思
っ
て
い
て
も
ど
う
し
て
も
比
べ
て
し

ま
う
の
が
親
で
す
。
ど
う
か
比
べ
て
し
ま
っ
て

も
子
ど
も
に
は
言
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
ね
。
心

の
中
で
お
さ
め
て
お
く
、
こ
れ
も
親
と
し
て
の

覚
悟
の
ひ
と
つ
だ
と
、
私
は
思
い
ま
す
。

　

子
育
て
総
合
支
援
室 

電
話（
５
８
）８
０
０
０

　ふと気がつけば、寒さとともに冬の訪れを迎えよ
うとしています。読書をするには良い季節ですね。
　玉城町図書館では、旬の本・話題の本を取り揃え、
皆さんのご来館をお待ちしています。どうぞご利用
ください。なお、新規でご利用の方は図書カードの
登録が必要です。（身分証明書をご持参ください）

●購入図書
東野圭吾「新参者」
高村薫「太陽を曳く馬」上・下
吉村達也「蛍坂」
奥田英朗「無理」
有川浩「フリーター、家を買う。」
誉田哲也「ハング」「武士道エイティーン」
本多孝好「ＷＩＬＬ」
小川糸「食堂かたつむり」
藤田宜永「喜の行列　悲の行列」
入間人間「僕の小規模な奇跡」
五木寛之「人間の運命」「わが人生の歌がたり（昭和
の追憶）」
グレン・ベック「クリスマス・セーター」
水木しげる「超千頁」上
和田アキ子「禁煙アッコ」
清原和博「反骨心」

（健康）
石原結實「生姜力」
安部司「食品の裏側」

（絵　本）
アン・グットマン「リサとガスパールえいがにいく」
さかざきちはる「ねずみのルルとおかしのくに」
寮美千子「もっともっとおおきなおなべ」
わたなべあや「おとうふちゃん」
垣内磯子「よるのとこやさん」
アンドレ・ダーハン「ことりちゃん　とんだ！」
いわいとしお「100 かいだてのいえ」

　読みたい本のリクエストがありましたら下記まで
お願いします。（予算、内容に照らし、購入を検討さ
せていただきます。）
　問い合せ先　玉城町図書館　TEL 58-8212

　

12
月
か
ら
Ｊ
Ｒ
田
丸
駅
前
及
び
大
手
町
通
り
が
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
彩
ら
れ
ま
す
。

▼
期　

間　

12
月
～
１
月
31
日
（
日
）（
予
定
）

冬
の
風
物
詩

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
始
ま
る

玉
城
町
商
工
会（
５
８
）３
２
１
１

保
健
事
業
た
よ
り

保
健
福
祉
会
館（
５
８
）８
０
０
０

■
お
腹
す
っ
き
り
ス
リ
ム
教
室

～
み
ん
な
で
め
ざ
そ
う
～

３
ヵ
月
で　

体
重
３
㎏
、
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ズ
３
㎝
減

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
、
内
臓
脂
肪
型

肥
満
が
共
通
の
原
因
で
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
高
脂

血
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防
方
法
（
運

動
・
栄
養
）
に
つ
い
て
学
び
、
３
ヶ
月
で　

体
重
３

㎏
、
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ズ
３
㎝
減
を
め
ざ
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
挑
戦
し
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。

▼
場　

所　

い
ず
れ
も
保
健
福
祉
会
館

▼
時　

間　

午
後
7
時
30
分
～
9
時
頃

※
ご
希
望
の
方
は
、
保
健
福
祉
会
館
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

実　施　日 内　　容

12 月 10 日（木）
オリエンテーション
メタボリックシンド
ロームについて

12 月 21 日（月）
食習慣についての振
り返りと予防につい
て

１月７日（木）
１月 21 日（木）
２月 18 日（木）

運動の実践について

３月 18 日（木） ３カ月の振り返り

■
糖
尿
病
予
防
教
室

▼
日
に
ち　

12
月
2
日
（
水
）

▼
時　

間　

午
前
9
時
30
分
～
正
午

▼
場　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
内　

容　
「
尿
検
査
・
講
和
・
調
理
実
習
」　

▼
参
加
費　

3
０
０
円

▼
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
米
½
カ
ッ
プ

※
ご
希
望
の
方
は
保
健
福
祉
会
館
へ
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。社

協
た
よ
り社会

福
祉
協
議
会（
５
８
）６
９
１
５

■
行
政
・
心
配
ご
と
相
談

▼
日
に
ち　

12
月
10
日
（
木
）・
20
日
（
日
）

▼
時　

間　

午
後
１
時
～
３
時

▼
場　

所　

保
健
福
祉
会
館

▼
相
談
員　

民
生
児
童
委
員
・
行
政
相
談
員
・
人
権

　
　
　
　
　

擁
護
委
員

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
】

■
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

▼
日
に
ち　

12
月
２
日
（
水
）

▼
時　

間　

午
後
４
時
～
４
時
30
分

▼
場　

所　

さ
く
ら
児
童
館

▼
日
に
ち　

12
月
９
日
（
水
）

▼
時　

間　

午
後
３
時
45
分
～
４
時
15
分

▼
場　

所　

梅
が
お
か
児
童
館

昨年のイルミネーションイベント

■
す
い
す
い
キ
ッ
ズ　

カ
ラ
フ
ル
ら
い
お
ん

▼
日
に
ち　

12
月
９
日
（
水
）

▼
時　

間　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
場　

所　

保
健
福
祉
会
館　

研
修
室

▼
内　

容　

ク
リ
ス
マ
ス
会
を
し
よ
う
♪

　
　
　
　
　

※
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
も
行
い
ま
す
。

▼
持　

物　

１
０
０
円
く
ら
い
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
未

　
　
　
　
　

使
用
の
も
の
）

■
は
な
♪
は
な
♪
お
は
な
し
会

▼
日
に
ち　

12
月
18
日
（
金
）

▼
時　

間　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
場　

所　

保
健
福
祉
会
館　

研
修
室

▼
対　

象　

０
～
３
歳
児
（
未
就
園
児
）

Information  12 December



18

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

特　
　
集

お
知
ら
せ
広
場

城あとに夢を築くまち たまき　2009.1218 17

～
社
会
保
険
庁
が
廃
止
さ
れ
、
新
た
に
「
日
本
年
金

機
構
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
～

　

国
民
の
皆
様
の
信
頼
に
応
え
、
一
層
の
サ
ー
ビ
ス

向
上
の
実
現
を
目
指
し
、
社
会
保
険
庁
は
組
織
・
人

員
を
一
新
し
、「
日
本
年
金
機
構
」
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
り
ま
す
。

○
現
在
あ
る
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
は
、
新
た

に
「
年
金
事
務
所
」
と
名
称
が
変
わ
り
ま
す
が
、

年
金
相
談
な
ど
の
窓
口
と
し
て
引
き
続
き
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、「
年
金
事
務
所
」
は
、

現
在
あ
る
社
会
保
険
事
務
所
の
建
物
を
そ
の
ま
ま

使
用
し
ま
す
の
で
、
所
在
地
に
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん
。

○
日
本
年
金
機
構
の
設
立
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
社
会

保
険
庁
や
社
会
保
険
事
務
所
の
名
義
で
ご
案
内
し

て
い
た
各
種
の
関
係
書
類
は
、
内
容
に
よ
り
、
今

後
は
厚
生
労
働
省
ま
た
は
日
本
年
金
機
構
の
名
義

で
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
国
民
の
皆
様
方
に
何
ら
か
の
手
続
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
は
一
切
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
安

心
く
だ
さ
い
。

○
日
本
年
金
機
構
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら
公
的
年
金

の
運
営
業
務
を
引
き
継
い
で
行
う
こ
と
と
な
り
ま

社会保険庁

日本年金機構

厚生労働省

廃 止

平成22年1月1日

公的年金の運営業務

公的年金の
財政責任・運営責任

《10 月 23 日》
　玉城町カラオケボ
ランティア『カナリ
ア会』様から福祉事
業 に と 34,484 円 を
ご寄附いただきまし
た。

《10 月 28 日》
　『浦ちえこ歌謡教室』会員　様
から福祉事業にと 138,068 円を
ご寄付いただきました。

［第 18 回募金チャリティ歌謡祭
（10 月 24 日実施）］

有 料 広 告

☎０５９８－３７－３３３６（予約優先）
多気郡多気町仁田737- 5
営業時間（9:00～20:00) 定休日（毎週月曜日）

※他にも各種レギュラーメニューがあります。
あなたのライフスタイルに合わせてご利用ください

ダ
ン
デ
ラ
イ
オ
ン
で
は
整
体
の
み
の
メ
ニ
ュ
ー
や
リ

ン
パ
セ
ラ
ピ
ー
と
整
体
を
組
み
合
わ
せ
た
メ
ニ
ュ
ー

等
で
、
お
悩
み
の
箇
所
を
優
し
く
し
っ
か
り
調
整
し

体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
す
。

ボ
デ
ィ
ケ
ア
の
中
で
も
、
エ
ス
テ
の
リ
ン
パ
セ
ラ

ピ
ー
は
オ
イ
ル
を
使
用
し
た
施
術
で
お
肌
に
優
し

く
、
辛
い
お
悩
み
を
心
地
よ
く
調
整
し
、
リ
ン
パ
の

流
れ
と
共
に
血
液
の
流
れ
も
良
く
な
り
ま
す
の
で
、

冷
え
性
や
む
く
み
で
お
悩
み
の
方
は
、
非
常
に
オ
ス

ス
メ
で
す
。

こ
の
時
期
の
、
お
体
の
不
調
は
ダ
ン
デ
ラ
イ
オ
ン
で

早
め
の
ケ
ア
を
！

整体
60分

▲玉城町民です！　多気町でがんばってます。

4,500円→3,000円

素
敵
な
！
癒
や
し
空
間
で

　心
も
体
も
軽
く
爽
や
か
に
。

《ふるさと応援寄附金（10/1 ～ 10/31）》
●長谷川敏之様・津和崎宏児様・坂本真俊様・
谷信一様ほか 11 名の方から、総額 17 万円のご
寄附をいただきました。

【社会福祉協議会】
《10 月 13 日》
●カラオケハウス真心　様　　２０，２１３円

《10 月 15 日》
●玉城健康教室一同　様　　１００，０００円

《11 月 8 日》
●玉城・小俣カラオケ愛好会　様　　			 
　　　　　　　　　　　　　　１５，９２４円

《11 月 9 日》
●第 1 回玉城町町民ゴルフ大会チャリティー募金　様
　　　　　　　　　　　　　 　１０２，３６０円

《10 ～ 11 月》
●匿名（２名）　　　　　　　 　９，７７９円

※お名前は、公表可能な方のみ掲載しています。
※「ふるさと応援寄附金」については町ホームページで紹介してい
ます。　

「
日
本
年
金
機
構
」
が

来
年
１
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
！

伊
勢
社
会
保
険
事
務
所（
５
８
）３
６
０
１

す
が
、
公
的
年
金
制
度
は
、
国
の
制
度
と
し
て
、

そ
の
財
政
や
運
営
に
国
が
引
き
続
き
責
任
を
持
つ

こ
と
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
伊
勢
社
会
保
険
事
務
所
へ
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

無
料
交
通
事
故
相
談

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

ご
相
談
く
だ
さ
い

三
重
労
働
局　

総
務
部
企
画
室

０
５
９（
２
２
６
）２
１
１
０

　

三
重
労
働
局
で
は
、
解
雇
、
労
働
条
件
引
下
げ
等

の
労
働
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、

　

①
労
働
相
談

　

②
判
例
等
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス

　

③
三
重
紛
争
調
整
委
員
会
に
よ
る
あ
っ
せ
ん

　
　
（
話
合
い
の
機
会
の
設
定
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。
匿
名
で
の
相
談
も
可
能
で
す
。

お
問
合
せ
は
、
三
重
労
働
局
総
務
企
画
室
ま
た
は
伊

　
（
社
）
日
本
損
害
保
険
協
会
で
は
、
交
通
事
故
に

関
す
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
（
無
料
）。

◆
電
話
相
談
（
面
談
も
可
）

　

月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
祭
日
は
除
く
）

　

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
午
後
５
時

◆
弁
護
士
相
談

　

毎
週
木
曜
日　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

※
要
予
約
制
・
要
面
談

お
問
合
せ
先

四
日
市
市
諏
訪
栄
町
１
︱
12

　
　

朝
日
生
命
四
日
市
ビ
ル
７
階

（
社
）
日
本
損
害
保
険
協
会

四
日
市
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

電
話　

０
５
９
（
３
５
３
）
５
９
４
６

個
別
受
信
機（
防
災
行
政
無
線
）

の
電
池
交
換
を
忘
れ
ず
に
！

総
務
課（
５
８
）８
２
０
０

玉
城
チ
ャ
ン
ネ
ル
ス
タ
ッ
フ
募
集

総
務
課（
５
８
）８
２
０
０

　

各
世
帯
に
お
配
り
し
た
個
別
受
信
機
は
、
表
面
パ

ネ
ル
の
「
乾
電
池
」
ラ
ン
プ
が
赤
く
点
滅
す
る
と
電

池
交
換
の
合
図
で
す
。

　

交
換
方
法
は
、
右
側
面
の
「
電
源
」
ス
イ
ッ
チ
を

切
り
、
表
面
パ
ネ
ル
の
電
池
収
納
ふ
た
を
移
動
さ
せ

（
写
真
）、
乾
電
池
（
単
２
・
３
）
を
入
れ
替
え
て
く

だ
さ
い
。

※
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
乾
電
池
が
液
漏
れ
し
、

故
障
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

■
転
出
さ
れ
る
場
合
は
返
却
し
て
く
だ
さ
い

町
外
へ
転
出
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
総
務
課
へ
返
却

（
付
属
品
、
説
明
書
な
ど
）
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
町
内
で
転
居
す
る
場
合
は
、
設
定
変
更
を

し
ま
す
の
で

個
別
受
信
機

を
お
持
ち
の

上
、
総
務
課

へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

勢
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
28
）
２
１
６
４
［
伊

勢
労
働
基
準
監
督
署
内　

伊
勢
市
船
江
１
︱
12
︱

16
］
へ
。

　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
行
政
チ
ャ
ン
ネ
ル
『
た
ま
き

チ
ャ
ン
ネ
ル
（
10
ｃ
ｈ
）』
の
番
組
づ
く
り
に
お
手

伝
い
い
た
だ
け
る
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
に
勤
務
可
能
な
方

※
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
方
な
ど

詳
し
く
は
、
総
務
課
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

Information  12 December ありがとう手帖
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〒 516-0805　伊勢市御薗町高向 1658　TEL：0596-24-2540
http://www.kyoeigakuen.ac.jp/　Email：iseshima@kyoeigakuen.ac.jp

伊勢志摩リハビリテーション専門学校
理学療法学科

★安定した医療の国家資格
リハビリによって、あきらめかけていた回復に道が
見えてくると、人生を取り戻す希望が出ます。この
喜びは患者様ご本人だけではなく、理学療法士も非
常にうれしいもので、やりがいを感じます。

本校の受験方法の一つに AO入試があります。従来の学科試
験や小論文問題は課さずに、主として AOマッチングという
面接によって受験生の適性や意欲を評価する入試です。まず
は AOエントリーから。詳細は資料をご請求ください。

●第３回社会人入試・推薦入試（面接・小論文）12月 12日（土）
●オープンキャンパス 　　12月 13日（日）

理 学 療 法 士 に な ろ う！理 学 療 法 士 に な ろ う！

伊
勢
志
摩
第
九
コ
ン
サ
ー
ト

放
送
大
学
学
生
募
集
案
内

放
送
大
学
三
重
学
習
セ
ン
タ
ー

０
５
９（
２
３
３
）１
１
７
０

平
成
22
年
度 
看
護
学
生
募
集

共
同
受
信
施
設
の
地
デ
ジ
化

助
成
制
度
の
お
知
ら
せ

伊
勢
市
観
光
文
化
会
館（
２
８
）５
１
０
５

　

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
作
曲「
交
響
曲
第
九（
歓
喜
の
歌
）」

を
伊
勢
志
摩
周
辺
地
域
の
愛
好
家
が
集
い
、
み
ん
な

で
大
合
唱
す
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

▼
日
に
ち　

12
月
23
日
（
祝
）

▼
時　

間　

午
後
１
時
30
分
（
開
場
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
（
開
演
）

▼
場　

所　

伊
勢
市
観
光
文
化
会
館

▼
入
場
料　

１
、５
０
０
円
（
前
売
り
券
）

　
　
　
　
　

１
、８
０
０
円
（
当
日
券
）

※
全
席
自
由
席

▼
連
絡
先　

冨
田
さ
ん
（
２
４
）
６
１
４
５

　

放
送
大
学
は
、
自
宅
で
学
べ
る
通
信
制
の
大
学
で

す
。
平
成
22
年
度
第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
教
養

学
部
学
生
お
よ
び
大
学
院
修
士
選
科
生
・
修
士
科
目

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
学
生
の
種
類

▽
全
科
履
修
生　

大
学
卒
業
を
目
的
に
学
ぶ

▽
選
科
履
修
生　

１
年
間
在
学
し
、
興
味
の
あ
る
科

　
　
　
　
　
　
　

目

▽
科
目
履
修
生　

半
年
間
在
学
し
、
興
味
の
あ
る
科

　
　
　
　
　
　
　

目

▼
入
学
試
験
・
入
学
資
格

　

入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
学
卒
業
を
目
的
と

す
る
全
科
履
修
生
は
18
歳
以
上
で
、高
等
学
校
卒
業
、

又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
。
ほ
か
は
、
15
歳
以
上
で
あ

れ
ば
可
。

▼
学
習
方
法

　

自
宅
の
テ
レ
ビ
（
Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
又
は
ケ
ー

ブ
ル
Ｔ
Ｖ
放
送
）
で
放
送
授
業
を
視
聴
す
る
か
、
放

送
大
学
三
重
学
習
セ
ン
タ
ー
（
三
重
県
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
内
）
の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
等
を
利
用
し
て
学
習

し
ま
す
（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
一
部
地
域
で
視
聴
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

▼
募
集
期
間

　

11
月
15
日
（
日
）
～
２
月
28
日
（
日
）　

▼
お
問
合
せ

放
送
大
学
三
重
学
習
セ
ン
タ
ー

〒
５
１
４
︱
０
０
６
１　

津
市
一
身
田
上
津
部
田

１
２
３
４　

三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
内　

Ｆ
Ａ

Ｘ　

０
５
９
（
２
３
３
）
１
１
７
９

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
： http://w

w
w.u-air.ac.jp

　

共
同
住
宅
（
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
）
内
の
共

同
受
信
施
設
や
、
建
物
等
に
よ
る
受
信
障
害
対
策
と

し
て
設
置
さ
れ
た
共
同
受
信

施
設
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
化
に

対
し
て
助
成
制
度
が
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
化

対
応
に
お
い
て
、
経
費
負
担

が
過
重
と
な
る
場
合
（
世
帯

当
た
り
3
万
５
千
円
以
上
）、

国
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
国
・
地
方
公
共

団
体
等
が
所
有
す
る
共
同
受

信
施
設
は
助
成
対
象
と
は
な

り
ま
せ
ん
。

　

ア
ナ
ロ
グ
共
同
受
信
施
設
を
デ
ジ
タ
ル
化
改
修

す
る
よ
り
も
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
を
受
信
す
る

ほ
う
が
安
価
な
場

合
は
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
加
入
に
必

要
な
経
費
も
助
成

対
象
と
な
り
ま
す
。

（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

へ
の
加
入
金
と
工

事
費
は
助
成
対
象

で
す
が
、
毎
月
の
利

用
料
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。）

　

デ
ジ
タ
ル
局
が
ア
ナ
ロ
グ
局
と
異
な
る
場
所
に
設

置
さ
れ
た
た
め
、
建
造
物
等
に
よ
る
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
の
受
信
障
害
が
新

た
に
発
生
す
る
地
域
に

お
い
て
、
共
同
受
信
設

備
を
新
た
に
設
置
す
る

場
合
も
助
成
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

助
成
を
受
け
る
に
は

改
修
工
事
を
実
施
す
る

前
に
申
請
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

共
同
住
宅
の
共
同
受

信
施
設
デ
ジ
タ
ル
化
の
助
成
制
度
は
２
０
１
０
年
1

月
15
日
、
受
信
障
害
施
設
デ
ジ
タ
ル
化
の
助
成
制
度

は
２
０
０
９
年
12
月
28
日
が
申
請
の
締
切
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

助
成
制
度
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
デ
ジ
サ

ポ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(http://digisuppo.jp)

を
ご

覧
く
だ
さ
い
。　

　

デ
ジ
サ
ポ
助
成
金
相
談
窓
口
０
５
７
０（
０
９
３
）

７
２
４
（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
６
時
）
と
な
り
ま

す
。

Ｉ
Ｐ
電
話
等
、
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
が
つ
な
が
ら
な
い
方

は
、
０
３
（
５
６
２
３
）
３
１
２
１
で
お
受
け
し
て

お
り
ま
す
。

　

助
成
金
申
請
は
、
各
地
域
の
総
務
省　

テ
レ
ビ
受

信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
（
愛
称
：
デ
ジ
サ
ポ
）
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

共同受信施設のアパート・マンション

▼
期　
　

間　

12
月
24
日(
木)

　
　
　
　
　
　
　

～
平
成
22
年
１
月
15
日(

金)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
５
時
必
着

▼
資　
　

格　

高
等
学
校
を
卒
業
ま
た
は
そ
れ
と
同

　
　
　
　
　
　

等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
者

▼
試
験
日　

平
成
22
年
１
月
21
日
（
木
）

▼
科　
　

目　

国
語
総
合
（
現
代
文
の
み
）、

　
　
　
　
　
　

英
語
Ⅰ
・
Ⅱ
、
数
学
Ⅰ
、
面
接

▼
合
格
発
表　

平
成
22
年
２
月
２
日
（
火
）

お
問
合
せ
は
、
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構　

三
重
県
中
央
医
療
セ
ン
タ
ー
付
属
三
重
中
央
看
護
学

校 

入
試
係
（
〒
５
１
４
︱
１
１
０
１　

津
市
久
居

明
神
町
２
１
５
８
︱
5
）　

電
話
０
５
９
（
２
５
９
）

１
１
７
７　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
９
（
２
５
９
）
１
１
７
０

Ｈ
Ｐ　

http://w
w

w.ztv.ne.jp/m
iechuo
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高校生のみなさんナンブへ行こう！

城あとに夢を築くまち たまき　2009.12

無料スクー
ルバス

玉城町内運
行中！

有 料 広 告

2122

有 料 広 告

SLOW & STEADY 共感運転の南部自動車学校

南部自動車学校では、高校生の方の入校を受付しています。
１８歳になっていない方でも誕生日の３ヶ月前から教習を
開始でき、誕生日が来たら仮免許証を取得できますので、
スムーズな免許取得にはお早目の入校をオススメします。
詳しくは、各高校の生徒指導部に資料を請求してください。
※高校生の方に限り、フリータイム料金 31,500 円を無料にさせて
いただきます。

おかげさまで、平成２０年度普通免許入校数
三重県№１を達成いたしました。高校生の免許
取得も南部自動車学校におまかせください！
※三重県指定自動車教習所協会発表の資料による。

共感運転の

南 部 自 動 車 学 校
℡ 0596-23-1155

〒 519-0503　伊勢市小俣町元町 1648-10
          Web:  http://www.safety-nanbu.com

町内での催しなどを取材（放送期間＝2週間）
11月21日～
・３歳児親子の集い（外城田保育所）
・町民ゴルフ大会
・交通安全指導（田丸保育所）　  など 
11月28日～
・３歳児親子の集い（田丸保育所）
・元気ですたまきまつり（社協）
・福寿学級  　　  など
12月5日～
・ふれあいウォーキング
・子育て講座    など
12月12日～
・平成21年度玉城大会（スポーツ少年団軟式野球）　
・１歳のひろば　　   など

行政・広報番組、企画・特別編集番組など

町のお知らせ番組（音声付文字情報）

町議会が開催される当日午後9時から録画放送。
また、議会閉会翌週午前9時から再放送をします。

番組に対するお問合せ 放送に対するお問合せ 役場総務課     TEL 58-8200 （株）アイティビー制作部 TEL 27-0700

00 
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00
00
00

00

00

00

00

00

玉城オリジナル健康体操
知っ得、納得
ちょっとたまき

ちょっとたまき

00 
06
30 

健康体操
知っ得、納得

ビデオレポート 
特別番組 
ビデオレポート 

ビデオレポート 

ビデオレポート 

ビデオレポート 

ビデオレポート 

番組終了 

議会放送 
(議会終了まで) 
閉会後再放送 

議会放送 
(議会終了まで) 
当日録画 

番組予定 11月25日～12月24日
ビデオレポート （毎週土曜日更新）

（毎月1・16日更新）特別番組

番組は予告なく変更する場合がありますのでご了承ください。注意：

6
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00 
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健康体操
知っ得、納得3

ちょっとたまき
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00 
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30 

健康体操
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00 
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30 

健康体操
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10

8・9

00 特別番組 1・2

00 特別番組 7・8

00 特別番組 11・0

0

4

6

2

12月1日～31日
・平成21年度芸能発表大会

12月5日～
・教育委員会からのお知らせ
12月20日～
・食生活改善推進連絡協議会の健康づくり

役場職員が、町の事業紹介、お知らせなど 
（毎月5・20日に更新）知っ得、納得

（毎週土曜日に更新）ちょっとたまき

（終了まで）議会放送
・番組の紹介、行政情報など

無料スクー
ルバス

玉城町内運
行中！

高校生のみなさんナンブへ行こう！

特
別
編
　
農
民
の
抵
抗
①

《
山
神
村
農
民
の
心
意
気
》
そ
の
一

　
こ
の
「
歴
史
こ
ぼ
れ
噺
」
も
回
を
重
ね
る
事
三
十
一

回
、
凡
そ
四
百
年
も
前
の
時
代
か
ら
連
綿
と
書
き
綴
ら

れ
、
保
存
さ
れ
て
き
た
記
録
の
中
か
ら
、
ぜ
ひ
知
っ
て

ほ
し
い
内
容
の
史
料
を
選
び
出
し
、
皆
さ
ん
に
紹
介
し

て
き
た
。

　
予
定
で
は
、
次
回
か
ら
は
、
人
間
本
人
の
意
欲
・
能

力
に
関
わ
り
な
く
、
当
時
の
時
流
や
運
命
に
翻
弄
さ
れ

て
生
き
延
び
た
人
々
の
姿
を
話
の
中
心
に
す
え
て
説
明

を
し
て
、
当
地
方
の
歴
史
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
た
が
、
そ
の
前
に
、
前
回
の
「
権
力

に
抵
抗
し
た
人
々
」
よ
り
、
更
に
意
志
強
く
、
少
し
歯

車
が
狂
え
ば
、
勢
州
田
丸
領
を
動
乱
に
巻
き
込
ん
だ
か

も
知
れ
な
い
、
一
つ
の
抵
抗
史
を
、
八
回
の
連
載
で
紹

介
し
た
い
。
尚
、
文
中
に
乱
闘
事
件
・
目
撃
者
の
話
・

記
録
の
表
現
な
ど
、
細
部
に
関
す
る
事
が
問
題
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
る
の
で
、
一
回
か
ら
八
回
ま
で
の
保
存

を
お
願
い
し
た
い
。

　
こ
の
話
は
、｢

田
丸
城
古
記
抜
書｣

と｢

中
村
次
郎

右
衛
門
日
記｣

に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
　
　

　
文
中
、
主
語
・
句
読
点
は
筆
者
が
付
け
加
え
た
も
の

で
、（
　
）
を
つ
け
て
、
原
文
と
の
区
別
を
し
て
い
る
。

　
　
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・

　（
昔
は
人
生
五
十
年
で
あ
っ
た
か
ら
、
五
代
か
六
代

前
の
祖
先
の
人
々
の
時
代
。）

（
南
山
の
雑
木
が
や
や
秋
ら
し
さ
を
彩
り
始
め
た
。
山

神
村
の
瀬
兵
衛
は
、
こ
の
こ
ろ
を
迎
え
る
と
、
い
つ
も

穏
や
か
な
ら
ぬ
心
境
で
、
毎
日
を
過
ご
し
て
い
た
。

｢

畜
生
。
お
い
ら
が
汗
水
た
ら
し
て
世
話
を
し
採
り
い

れ
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
も
の
を
、
入
山
禁
止
の
縄
が

目
に
入
ら
ぬ
か
、
手
当
た
り
次
第
に
む
し
り
採
り
、
何

食
わ
ぬ
顔
し
て
、
持
っ
て
い
き
や
が
る
。
ま
る
で
盗
人

続
（
抑
圧
へ
の
反
抗 

百
姓
決
起
か
）
三
十
二

じ
ゃ
な
い
か
。
こ
こ
ま
で
説
明
す
れ
ば
瀬
兵
衛
の
心
中

で
煮
え
た
ぎ
っ
て
憤
り
が
何
で
あ
る
か
は
、
理
解
さ
れ

る
と
考
え
る
。

　
そ
う
。
山
神
の
農
民
が
心
待
ち
に
し
て
い
る「
松
茸
」

が
心
無
い
人
た
ち
に
よ
っ
て
、
持
ち
去
ら
れ
る
と
い
う

事
実
に
対
す
る
憤
り
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
辺
り
か
ら
、
直
ぐ
に
事
件
の
発
端
へ
入

り
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
こ
の
事
件
の
背
景
と
な
っ
て
い

る
時
代
の
あ
ら
ま
し
を
知
っ
て
い
た
だ
か
な
い
と
、
事

件
の
真
相
は
つ
か
み
難
い
。
そ
こ
で
、
主
な
登
場
人
物

と
当
時
の
社
会
の
仕
組
み
を
簡
単
に
説
明
す
る
。

　
時
は
、
元
文
四
年
（
一
七
三
九
年
）
九
月
十
八
日
、

今
を
さ
か
の
ぼ
る
事
、
二
百
七
十
年
、
私
達
の
五
代
か

六
代
前
の
祖
先
が
商
売
や
農
業
に
勤
し
ん
で
い
た
頃
。

　
場
所
は
、
山
神
村
の
村
の
入
り
口
か
ら
少
し
田
宮
寺

よ
り
の
一
本
道
の
路
上
で
あ
る
。

　
今
日
の
瀬
兵
衛
は
、
い
つ
も
の
彼
と
は
や
や
違
っ
て

い
た
よ
う
だ
。
心
中
に
何
か
思
い
つ
め
た
物
が
渦
を
巻

い
て
、
今
に
も
、
そ
れ
が
体
外
に
噴
出
し
そ
う
な
、
瀬

兵
衛
に
は
抑
え
が
た
い
何
か
が
あ
っ
た
。
腕
組
み
を
し

て
、
両
足
で
大
地
に
踏
ん
張
り
、
村
の
山
か
ら
出
て
く

る
二
人
組
み
の
下
級
武
士
か
ら
視
線
を
逸
ら
さ
な
か
っ

た
。

　
奴
等
は
、
腰
に
大
小
は
差
し
て
い
る
が
、
従
者
の
家

来
は
い
な
い
。
軽
輩
に
相
違
な
い
。
相
当
量
の
無
断
収

穫
が
あ
っ
た
の
か
、
膨
ら
ん
だ
風
呂
敷
包
を
一
人
が
背

負
っ
て
い
る
。
言
葉
を
交
わ
し
て
い
る
の
で
、
異
様
な

格
好
で
路
上
に
突
っ
立
っ
て
い
る
瀬
兵
衛
に
は
気
付
い

て
い
な
い
。
瀬
兵
衛
は
待
ち
き
れ
ず
に
五
歩
も
六
歩
も

武
士
の
方
へ
進
み
出
て
、
大
声
を
吐
き
出
し
た
。）

　『
貴
殿
ら
は
い
ず
か
た
よ
り
参
ら
れ
た
の
で
ご
ざ
る

か
。』

（
一
瞬
二
人
は
、
身
構
え
て
し
ま
っ
た
。）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
提
供
者
　
加
納
利
和
】

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

特　
　
集

お
知
ら
せ
広
場



玉城町役場は8：30am～7：00pmまで開庁しています。 住民票、所得証明、各種申請、相談などご利用ください。 

ま ち か ど 掲 示 板
■玉城町役場　 ＴＥＬ58-8200　ＦＡＸ58-4494
　●総務課　　　  ＴＥＬ58-8200
　●税務住民課　  ＴＥＬ58-8201
　●生活福祉課　  ＴＥＬ58-8203
　●上下水道課　  ＴＥＬ58-8207
　●産業振興課　  ＴＥＬ58-8204
　●建設課　  ＴＥＬ58-8205
　●出納室　　　  ＴＥＬ58-8210
　●議会事務局　  ＴＥＬ58-8211
■教育委員会（村山龍平記念館）　
　　　　　　　 ＴＥＬ58-8212　ＦＡＸ58-7588
■玉城病院　 ＴＥＬ58-3039　ＦＡＸ58-7299
■ケアハイツ玉城
　●介護老人保健施設　 ＴＥＬ58-3770　ＦＡＸ58-3790
　●訪問看護ステーション ＴＥＬ58-8117

　●訪問介護ステーション ＴＥＬ58-8117
　●居宅介護支援事業所　  ＴＥＬ58-8822
■健康管理センター（地域包括支援センター）
　　　　　　　　　 ＴＥＬ58-7373　ＦＡＸ58-7625
■保健福祉会館（子育て総合支援室）　
　　　　　　　　　 ＴＥＬ58-8000　ＦＡＸ58-8688
■さくら児童館　　 ＴＥＬ58-8527　ＦＡＸ58-8528
■梅がおか児童館　 ＴＥＬ58-8345　ＦＡＸ58-8346
■いなほの郷児童クラブ室 ＴＥＬ58-3956　ＦＡＸ58-3956
■中央公民館　　　 ＴＥＬ58-6331　ＦＡＸ58-7755
■アスピア玉城
　●玉城ふれあいの館 ＴＥＬ58-8800　ＦＡＸ58-8801
　●ふるさと味工房アグリ ＴＥＬ58-8686　ＦＡＸ58-8687
■社会福祉協議会 ＴＥＬ58-6915　ＦＡＸ58-6916

休日・夜間当直室　TEL 58-8213

曜日 
診療科目 月 火 水 木 金 土・日・祝日

内  科 小林 小林 小林 

内  科 小林  小林 小林 

外  科

安田 

安田 

外  科 本泉院長 

整形外科

整形外科

矢田 矢田

矢田 矢田

矢田 矢田 関口 

特殊外来 休 診  

午　前
8:45～12:00

午　後
3:00～5:00 三重大学 

外　科 

三重大学 
循環器内科

本泉院長 本泉院長  本泉院長 
総合診療 総合診療 総合診療

総合診療

三重大学 
眼科

三重大学 
皮膚科
9：00～

9：00～

三重大学 
循環器内科
9：00～

9：00～
本泉院長 
総合診療

9：00～
本泉院長 
総合診療

9：00～
本泉院長 
総合診療

9：00～

9：00～

5：00～ 6：00 

 (水曜日は6:00まで) 

玉城町国民健康保険玉城病院診療 内容のお知らせ
診療時間　午前8時45分～午後5時（水曜日は６時まで）
受付時間　午前８時00分～午前11時45分（眼科11：30まで）
　　　　　午後２時30分～午後４時45分
　　　　　（水曜日は午後２時30分～午後５時45分まで）

総合相談窓口　面談　受付でお申込みください。
電 話 相 談 午前９時～午後4時　（TEL 58-3039） 
ご案内　①午後は回診・検査・手術のために診療時間が遅れることがあります。
　　　　②学会等の都合により担当医が変わることがあります。

伊勢市休日・夜間診療所（内科・小児科）のご案内
　住　所：伊勢市八日市場町13-1　伊勢市福祉健康センター内　電話番号：0596-25-8795
　診療日：平日夜間、日曜、祝日　診療時間：昼間　午前10時～正午・午後1時～午後5時／夜間　午後7時30分～午後10時
伊勢地域救急医療情報センター：電話 0596-28-1199

※夜間・土日・祝日の急病診療は、医師・看護師不足により、お断りする場合がありますので、ご了承ください。

有 料 広 告

（平成21年10月31日現在）
〈人のうごき〉

人口
男
女
世帯数

15,310人 （−3人）
7,485人 （−2人）
7,825人 （−1人）

5,055世帯（−2世帯）（　）は10月1日以降の増減

編 集 後 記
　　クリーン作戦終了
後、約 200 本の桜の苗
木を植栽していただき
ました。来年の春、町
の花『桜』とシンボルで
もある『田丸城』の共演
がこれから楽しみです
ね。
【撮影:広報編集委員会】
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